
写真 1　紙衣袖無（神奈川大学日本常民文化研究
所蔵　渡部つとむコレクション
撮影　横浜市歴史博物館　吉川久雄）
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　日本常民文化研究所（常民研）では、①古文書（古文書の原本およびマイクロフィルム複写）、②漁
業漁村資料（筆写稿本）、③常民研運営資料（財団引継資料・宇野脩平資料・河岡武春資料・民族学振
興会資料）、④絵画資料、⑤写真映像資料（アチック写真・横浜写真・映像）、⑥民俗資料（製作資
料・収集資料）などの資料を所蔵している。このうちの一部は、「神奈川大学デジタルアーカイブ」、
研究所Webサイトの「絵画資料デジタルコレクション」にも公開されている。
　資料委員会では、資料の収集・保管・整理・公開・展示など、所蔵資料全般に関する諸問題につ
いて協議している。前年度来のコロナ禍は今年度（2021年度）も猛威を振るい、資料整理業務や公
開・展示活動が大幅に制限された。それでも前年度の経験が活き、オンラインによる月 1 回の定
例会議を開催することができた。
　神奈川大学日本常民文化研究所では、2021～2025年を創立 100周年の記念年間ととらえ、シン
ポジウムや出版などのさまざまな記念事業を行うとともに、これからの 100年を見据えて博物館機
能の強化に努めている。

資料委員会
［所員］関口博巨　　大川　啓　　昆　政明　　後田多敦　　角南聡一郎　　丸山泰明

資料委員会の活動概況

関口　博巨

日本常民文化研究所

　今回の年報では、資料委員会の活動概況を、 1．資
料収集、2．利用申請、 3．所蔵資料・所蔵図書利用
規程の検討、に絞って紹介することにしたい。
1．資料収集
　昨年度に続いて今年度（2021年度）も、渡部つとむ
コレクション（519点）を受け入れた。受け入れにあ
たって、昆政明所員が中心的な役割を果たした。
　この資料群は、会津民俗館の渡部圣前館長のコレク
ションで、福島県立博物館に寄託されていたものであ
る。常民研では、2020年度からの 3か年をかけて、
同コレクションを受入れる計画を立てている。
2．利用申請
　昨年度はコロナ禍で全国的・世界的に活動が停滞し、
資料利用の申請も極端に減少していた。それに比して
今年度（2021年度）は、資料掲載や資料貸出の申請件
数が増加した。資料委員会では、後掲データの利用申
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請について、それぞれ審議を行った。
3．所蔵資料・所蔵図書利用規程の検討
　現在、神奈川大学は学部・キャンパスの新設・再編の真っただ中にある。そうした中にあって、
常民研では博物館機能の強化が喫緊の課題となっている。2021年度は、博物館機能の強化とも連
動する所蔵資料・所蔵図書利用規程について継続的に検討した。

［資料委員会会議日程］
日　　程

第 1 回 2021年 6 月 9日 第 4 回 2021年 10月 13日 第 7 回 2022年 1 月 12日
第 2 回 2021年 7 月 14日 第 5 回 2021年 11月 10日 第 8 回 2022年 2 月 9日
第 3 回 2021年 9 月 8日 第 6 回 2021年 12月 8日 第 9 回 2022年 3 月 9日

※オンライン開催

■ 2021 年度 所蔵資料関連データ

［展示］
○共同展覧会「布 うつくしき日本の手仕事」2021年 7月 17日～ 9月 20日　横浜市歴史博物館・みなとみらい
キャンパスフロア（パネル展）（詳細は「展示」報告文 26頁参照）

［資料掲載］
○「首里城ノ図」（琉球沖縄本島取調書）を、2021『むんだすいぬやーぬ　首里城正殿の屋根』展示図録　城西大
学水田美術館へ掲載
○アチック写真 1点を、2021『月刊 みんぱく』第 529号　国立民族学博物館へ掲載
○「茲山魚譜」（『国際常民文化研究機構年報』 5号 2015）を、中野泰 2021「『茲山魚譜』とその博物誌的魅力」映
画『茲山魚譜』パンフレットへ転載
○アチック写真 2点を、2021日経新聞 NIKKEI The STYLEへ掲載
○アチック写真 1点を、杉本仁 2022「宮本常一と谷川健一、そして網野善彦（その八）―ことば・民俗語彙―」
『甲斐』第 156号へ掲載
○アチック写真 1点を、伊藤正英 2022「資料紹介『夏目一平日記』―早川孝太郎関係日記抄―」『伊那民俗研
究』第 29号　柳田國男記念伊那民俗学研究所へ掲載
○アチック写真 7点を、2022日本遺産「奥南部漆物語」の推進事業のための動画作品へ掲載
○「アチック手拭い 風呂鍬の図」を、南相馬市博物館Webサイト 2022「コラム ちょこっと☆みゅーじあむ　その

88　渋沢栄一の孫 敬三と民具」へ掲載
　https://www.city.minamisoma.lg.jp/portal/culture/museum/chosa/1/r3/16975.html
○アチック写真 2点を、日本遺産奥南部漆物語推進協議会Webサイト 2022「奥南部漆物語　木地づくりを支えた
安比高原のブナ林・最後の漆室『小山田家塗室』」へ掲載
　https://urushi-okunanbu.com/

［資料貸出］
○「首里城ノ図」（琉球沖縄本島取調書）を、城西大学水田美術館「むんだすいぬやーぬ　首里城正殿の屋根」に
てパネル展示（2021年 7月 26日～ 9月 3日）
○「日本民族学会付属博物館全景」（写真 拵嘉一郎氏所蔵 常民研保管）を、くにたち郷土文化館 2021年度夏季ミ
ニ展示「甲野勇 くにたちに来た考古学者」にてパネル展示（2021年 7月 22日～ 9月 12日）
○映像資料「古志郡竹沢村角突」を、イベント「見てヨシ！ 食べてヨシ！ ギューと山古志・牛の彩典‼」山古
志闘牛及びにいがた和牛山古志産ブランド委員会にて上映（2021年 11月 20日）

［出張］
○渡部つとむコレクションの搬出　2022年 1月 9日・10日　福島県立博物館　昆政明・角南聡一郎・加藤友子

［新収蔵資料］
○渡部つとむコレクション　519点
○川田順造研究資料　132箱

［所蔵資料整理に関する業務］
○日本常民文化研究所所蔵資料（運営資料、小絵馬、漁場図他）（通年）
○資料配置替えのための整備（通年）


